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【巻頭言 】

「英語教育の 細波」

　 　　 　　 西 田　正

大学英語教育学会中国 ・四国支部

　　　　　事務 局幹事

　先 日 い っ も声をか けて くだ さる A 先生か ら論文集を戴い た 。タイ トル は 「細波」 で あ る 。

先生 は 53 年 の 長きに 亘 っ て 英語 の 教育 と実践に携わ り、幾多の 著書 と論 文を世に 出され た 。

あ とが きで は付属 中学校・高校に は じま り、大学までの 先生の 歩み の
一

端 が披露され て い る。

先生 は 日本 の 英語教育の 場 に しっ か りと根 をは り、 研 究 を続けなが ら 、 日本の 英語 教育の 行

く末 を見 っ めて来 られ た。実に研究 と実践が見事 に調 和 してひ とつ の 世界を築かれ た 。小学

校か ら大 学まで の あ らゆる段 階で の 英語教育を研究の 視野 に入れて 英語教育界を リー ドされ

て きた 。

　そ の 先生の 論文集の タイ トル が 「細波」で あり、サブタイ トル が 「英語教 育実践 学の 渚で 」

で ある。着実に研 究成果 を世に 問われ て 来られた 先生だ か らこそ、生 まれた タイ トル で あろ

う。ど の よ うな意味 をそ れ に託 され た の か は定か で は ない が 、ひ とつ ひ とつ の 研究 は 「細波」

の よ うに小 さい が 、 そ れが積み 重なっ て 日本の 英語教育の 方向 を変え る大 きな うね りとな り

うる こ とを先生は 示 された の で は な い か と思 うe また、先生の 実践学は 、全国各地 で 日々 為

され て い る 英語 教育の 実践 を見通 す波 うちぎわに 立 ち 、 実践へ の 助 言や示唆 を与 えて来 られ

たの で ある。

　こ の よ うに A 先生の こ とを書い た の は 、 英語教育の 研 究に 携わ る私たちは 、 英文学や 英語

学と違 っ て 、 研 究 と実践 の 乖離 に悩む こ とが多い か らで ある 。 自分の研究が 実践の 場 で どの

よ うな成果 を生むの か
。 実践に 繋が らない 研 究に は意味が ある の か

。 大学教育の 大綱化 や国

立 大 学の 法人 化以来、英語教育に対す る要 請が 年 々 強ま る大学におい て 、英語教育研究者が

その 責任 を
一

手に 引き受け ざる を得な い 状況に あ り、 日々 の 研 究 と実践 の 統合が
一

層必 要に

なっ て い る 。 大学教員 の 自己評価にお い て も研究は勿論の こ と教育に 関す る活動 も評価の 対

象に な っ て きた 。 授業 の 学生評価制度 を導入 して い る大学も多い
。 学生 の 授業に対す る期待

度や満足度 と と もに 学力の 達成度を測る こ と も重要視 され て きた 。

　 ご存知 の よ うに 2007 年度の JACET 全国大会は 中国四国支部が 担当し、安 田女子大 学が

会場 とな り 「小 中高 大を見通 した大学英 語教 育 一 一
貫 したカ リキ ュ ラ ム を求め て 一

」 の テ
ー

マ の も とで 、多様 な研 究 と実践 の 報告 が期待 されて い る 。 担当責任 支部 と して 周到 な準備 を

心 が け るた め に も支部会員の ご協力を切 に願 うもの で ある。
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